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序
章

拙
論

｢

室
町
時
代
古
鈔
本

『

論
語
集
解』

の
研
究｣

(

汲
古
書
院
・
平
成
二
十
年
、
以
下
拙
論
と
は
こ
れ
を
指
す)

は
、『

論
語
集
解』

の
本
邦
に
於
け
る
古
鈔
本
の
展
開
が
南
北
朝
時
代
以
前
と
、
そ
れ
以
後
、
す
な
わ
ち
室
町
時
代
と
で
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
前

提
に
し
て
い
た
。
そ
の
要
因
が
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、『

論
語
集
解』

を
と
り
ま
く
周
辺
環
境
の
変
化
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
論
じ
た
。

さ
て
、
室
町
時
代
鈔
本
の
整
理
を
終
え
て
南
北
朝
鈔
本
を
手
に
す
る
時
、
室
町
と
は
異
な
っ
た
得
も
言
わ
れ
ぬ
古
色
蒼
然
た
る
趣
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ほ
ど
緻
密
な
古
代
の
書
写
講
読
の
営
為
が
今
日
に
伝
わ
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
驚
き
と
敬
意
を
持
た
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

南
北
朝
時
代
の
書
写
に
係
る『

論
語
集
解』

伝
本
に
は
貞
和
三
年(

一
三
四
七)

の
識
語
を
有
す
る
東
洋
文
庫
所
蔵
本
を
始
め
と
し
て
、

数
本
を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
書
写
本
と
密
接
に
連
携
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
南
北
朝
時
代
は

『

論

語
集
解』

古
鈔
本
が
テ
キ
ス
ト
上
、
最
上
の
位
置
に
達
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
室
町
時
代
古
鈔
本
と

の
比
較
で
い
え
ば
、
正
平
十
九
年

(

一
三
六
四)

に
出
版
さ
れ
た
正
平
版

『

論
語』

以
前
の
姿
を
遺
す
も
の
で
、
正
平
版
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
た
室
町
時
代
の
産
物
と
は
当
然
一
線
を
画
す
も
の
と
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
猿
投
神
社

(

さ
な
げ
じ
ん
じ
ゃ
・
愛
知
県
豊
田
市)

蔵
本

(
三
本)

は
、
昭
和
四
十
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
一
連
の
猿
投
本
漢
籍
古
鈔
本
類

(『

古
文
孝
経』

『

春
秋
経
伝
集
解』

『

論
語
集
解』

『

史
記
集
解』

『

帝
範』

『

臣
軌』

『

文
選』

『

白
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氏
文
集』)

に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
に
斯
道
文
庫
阿
部
隆
一
教
授
が
調
査
を
行
い
、
同
じ
頃
、
村
田
正
志
氏
が

『

猿

投
神
社
主
要
宝
物
目
録』

を
編
纂
、
ま
た
、
平
成
十
七
年
に
は
豊
田
市
教
育
委
員
会
の

『

豊
田
史
料
叢
書』

に
国
文
学
研
究
資
料
館
の
山

崎
誠
氏
が
解
題
を
執
筆
さ
れ
た
。

三
種
類
の
写
本
は
そ
れ
ぞ
れ
完
存
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
惜
し
く
も
現
存
は
十
分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
の
由
来
な
ど
の
詳

細
は
明
か
で
な
い
が
古
式
の
書
写
風
格
は
必
ず
依
る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
章

康
安
二
年

(

一
三
六
二)

鈔
本

三
軸

以
下
、
第
二
・
第
三
章
の
、
二
種
類
の
鈔
本
と
と
も
に
、
仕
切
り
を
加
え
た
桐
箱
に
収
納
さ
れ
る
。
全
紙
裏
打
ち
を
施
し
、
二
十
七
×

三
十
一
・
四
㎝
の
新
補
茶
色
表
紙
を
添
え
る
。
約
一
㎝
直
径
一
・
八
㎝
の
軸
頭
を
加
え
る
。
最
初
に
二
十
七
㎝
の
新
た
な
遊
紙
を
設
け
原

紙
が
始
ま
る
。
昭
和
四
十
二
年
二
月
重
要
文
化
財
指
定
に
際
し
て
の
補
修
で
あ
る
。

全
十
巻
二
十
篇
の
う
ち
、
巻
第
三
の
公
冶
長
第
五
と
雍
也
第
六

(

以
上
第
一
軸)

、
巻
第
七
の
子
路
第
十
三
と
憲
問
第
十
四

(

以
上
第

二
軸)

、
巻
第
十
の
子
張
第
十
九
と
堯
曰
第
二
十

(

以
上
第
三
軸)
の
、
計
六
篇
三
巻
の
み
の
残
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
部
分
破

損
な
ど
に
よ
っ
て
欠
け
て
い
る
。

○
巻
第
五
・
公
冶
長
篇
第
一
章
か
ら
第
四
章
【
賜
也
何
如
章
】
の
首

｢

子
貢
曰
、
賜
也｣

ま
で
を
欠
す
。

○
巻
第
七
・
子
路
篇
第
一
章
か
ら
第
三
章
【
衛
君
待
子
而
為
政
章
】
の
注

｢

所
言
之
事｣

ま
で
を
欠
す
。
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○
巻
第
七
・
子
路
篇
第
十
章
【
苟
有
用
我
者
章
】
の
注

｢

有
成
功｣

か
ら
第
十
五
章
【
定
公
問
一
言
而
可
以
興
邦
章
】
の

｢

定
公
問
一
言

而
可
以
興
邦
章｣

ま
で
を
欠
す
。(

こ
れ
は
丁
度
一
紙
分
に
相
当)

○
巻
第
十
九
・
子
張
篇
第
三
章
【
子
夏
之
門
人
章
】
の

｢

人
何
所
不
容
我｣

か
ら
第
五
章
【
日
知
其
所
亡
章
】
の

｢

日
知
其
所

[

亡]｣

注

｢

孔
安
国
曰
日
知｣

ま
で
を
欠
す
。
現
存
す
る
冒
頭
に
も
や
や
破
損
に
よ
る
欠
損
が
あ
る
。

残
存
の
う
ち
、
巻
首
が
存
す
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
軸

｢

論
語
雍
也
第
六

何
晏
集
解

凡
三
／
十
章

子
曰
雍
也
可
使
南
面

包
氏
曰
可
使
／
南
面
者
言
任｣

第
二
軸

｢

論
語
憲
問
第
十
四

何
晏
集
解

凡
四
十
／
七
章

憲
問
恥
子
曰
邦
有
道
穀

孔
安
国
曰
／
穀
禄
也
邦｣

第
三
軸

｢

論
語
子
張
第
十
九

何
晏
集
解

凡
二
十
／
五
章

子
張
曰
士
見
危
致
命

孔
安
国
曰
致
／
命
不
愛
其
身｣

｢

論
語
堯
曰
第
二
十

何
晏
集
解

凡
三
章

堯
曰
咨
爾
舜
天
之
暦
数
在
爾
躬

暦
／
数｣
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ま
た
、
尾
題
は
お
の
お
の
次
の
通
り
で
あ
る
。

｢
論
語
巻
第
三

経
一
千
七
百
一
十
一
字
／
注
二
千
八
百
二
十
字｣

｢

論
語
巻
第
七

経
二
千
三
百
九
十
四
字
／
注
二
千
五
百
五
十
六
字｣

｢

論
語
巻
第
十

経
一
千
二
百
二
十
三
字
／
注
一
千
一
百
七
十
五
字｣

書
式
は
、
一
紙

(

長
さ
三
十
六
・
四
㎝)

に
十
二
行
、
毎
行
十
三
字
に
て
書
写
し
、
書
写
に
際
し
て
墨
の
界
線

(

高
さ
二
十
一
㎝
・
毎
行

の
幅
二
・
九
㎝)

を
加
え
る
。
巻
三
は
十
九
枚
、
巻
七
は
二
十
三
枚
、
巻
十
は
十
三
枚
に
書
写
し
、
貼
り
つ
な
げ
て
巻
子
装
に
仕
立
て
た
。

お
そ
ら
く
は
本
文
注
文
を
書
写
し
終
え
て
、
貼
り
つ
な
ぎ
、
そ
の
後
に
訓
点
を
書
き
入
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
訓
点
書
き
入
れ
は

す
べ
て
本
文
と
同
筆
同
時
の
も
の
で
、
墨
筆
に
よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
附
訓
・
声
点
・
濁
点
・
反
切
、
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
・
縦
点
で

あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
は
経
伝
に
属
し
、
試
み
に
点
図
を
作
製
す
る
と
図
①
の
よ
う
に
な
る
。

料
紙
は
や
や
茶
色
味
を
帯
び
た
楮
紙
で
あ
る
が
、
裏
打
ち
を
施
し
て
い
る
の
で
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
薄
手
で
つ

や
が
あ
る
。
書
写
の
墨
痕
は
な
め
ら
か
で
や
や
淡
く
、
字
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
異
体
字
も
多
い
。｢

恒｣

の
末
筆
を
欠
く
書
法
も
既

に
宋
版
の
影
響
を
蒙
る
習
慣
で
あ
ろ
う
。

書
写
者
に
よ
る
奥
書
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

巻
第
三
の
末

(

尾
題
か
ら
四
行
空
け
て)

｢

于
時
康
安
第
二

十
月
十
三
日
於
参
州
渥
美
郡
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長
仙
寺
密
蔵
坊
読
合
之
次
書
写
并
加
点
云
々

執
筆
甚
海

春
秋
／
参
八｣

巻
第
七
の
末

(
尾
題
か
ら
四
行
空
け
て)

｢

于
時
康
安
第
二

十
一
月
一
日
於
参
州
渥
美
郡

長
仙
寺
密
蔵
坊
読
合
之
次
書
写
之

甚
海

春
秋
／
三
八｣

巻
第
十
の
末

(

尾
題
か
ら
二
行
空
け
て)

｢

于
時
康
安
第
二

十
一
月
十
五
日
参
州
渥
美
郡

於
長
仙
寺
別
当
坊
護
摩
堂
読
合
之

次
書
写
之
了

甚
海

春
秋
／
参
八｣

た
だ
し
、
巻
十
の
奥
書
は
、
尾
題
ま
で
の
紙
質
と
や
や
そ
ぐ
わ
ず
、
或
い
は
別
の
巻
の
奥
書
を
移
貼
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

奥
書
中
の
渥
美
郡
長
仙
寺
は
現
在
の
愛
知
県
田
原
市
に
あ
る
長
仙
寺
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
南
北
朝
の
頃
は
堂
宇
の
整
備
が
進
み
、
十
二

坊
を
擁
し
て
隆
盛
を
極
め
た
。
密
蔵
坊
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
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他
本
と
の
校
異
は
見
ら
れ
な
い
が
、
巻
第
十
の
子
張
篇
と
堯
曰
篇

の
巻
頭
の
上
欄
外
に
書
写
者
の
手
で
、『

論
語
義
疏』

の
一
部
、
す

な
わ
ち
一
章
の
内
容
を
ま
と
め
た
小
文
を
書
き
入
れ
て
い
る

(

上
図

参
照)

。
室
町
時
代
古
鈔
本
で

『

論
語
義
疏』

の
影
響
を
受
け
た
庚

類
・
辛
類

(

拙
論
の
分
類)

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

子
張
篇
の
書
き
入
れ

｢

疏
曰
子
張
者
／
弟
子
也
明
其
／
君
有
難
臣
必
／
致
死
也
所
以
／
□

□
□
□
□

(

破
損)

／
君
悪
臣
宜
拂
／
衣
而
去
若
人
／
人
皆
去

則
誰
／
為

匡
輔
故
此
／
次
明
君
未
得
／
去
者
必
宜
致
／
身
故
子
張
／
次
微

子
也｣

堯
曰
篇
の
書
き
入
れ

｢

疏
曰
堯
曰
者
古
／
聖
天
子
所
言
也
／
其
言
天
下
大
平
／
禅
位
与
舜

／
之
事
也
所
以
次
／
前
者
事
君
之
／
道
矣
宜
去
拂
／
衣
宜
留
者

致
／
命
去

就
当
／
理
事
迹
无
／
虧
則
大
平
／
可
覩
揖
譲
／
如
堯
故
堯
曰
／

最
後
以
次
／
子
張
也｣
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ま
た
、
堯
曰
篇
の
書
き
入
れ
の
前
に

｢

点
本
无
余
注
之｣

の
一
語
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
写
者
が
用
い
た
底
本
に
は
こ
の
注
が
無

く
、
別
種
の
伝
本
に
よ
っ
て
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『

義
疏』

の
小
文
が
い
つ
の
頃
か
ら

『

集
解』

の
参
考
に
附
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
、『

義
疏』

の
流
伝
史
と
も
密
接
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
既
に
、
東
洋
文
庫
蔵
正
和
四
年

(

一
三
一
五)

鈔

『

論
語
集
解』
の
欄
外
に
こ
の
小
文
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
に
は
流
行
し
て
い
た
事
実
が
う
か
が
え
る
。

本
書
の
こ
う
し
た
書
き
入
れ
も
興
味
深
い
痕
跡
を
遺
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
章

南
北
朝
鈔
本

一
軸

第
一
章
の
康
安
鈔
本
と
同
様
に
、
全
紙
に
裏
打
ち
を
施
し
、
約
一
・
五
㎝

(

半
径
一
・
五
㎝)

の
軸
頭
を
加
え
る
。
こ
の
一
軸
に
収
め

ら
れ
た
巻
第
三
の
鈔
本
に
は
、
実
は
二
種
類
の
鈔
本
が
混
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
も
に
南
北
朝
の
書
写
と
認
め
ら
れ
る
が
、
一
方
は

南
北
朝
か
ら
室
町
の
初
期
と
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
、
南
北
朝
か
ら
室
町
初
期
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
前
半
の
二
紙
二
十
六
行

で
、
巻
第
三
公
冶
長
篇
第
五
の
第
八
章
【
孟
武
伯
問
子
路
仁
乎
章
】
の
注
文

｢

夫
称
家
諸
侯
千
乗｣

か
ら
、
第
十
五
章
【
孔
文
子
何
以
謂

之
文
也
章
】
の
注
文

｢

文
諡
也｣

ま
で
を
存
す
。
こ
の
二
十
六
行
・
二
紙
に
つ
い
て
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
紙
が
十
六
行
・

第
二
紙
が
十
行
、
毎
行
十
四
字
で
あ
る
が
、
前
後
は
き
れ
い
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
も
そ
も
毎
紙
に
何
行
書
写
さ
れ
た
の
か
は

不
明
で
あ
る
。
第
一
紙
が
長
さ
四
十
一
・
六
㎝
、
第
二
紙
が
長
さ
二
十
六
・
六
㎝
。
紙
高
は
上
下
が
破
損
し
て
い
る
が
、
お
お
よ
そ
二
十

五
㎝
ほ
ど
で
あ
る
。
墨
の
界
線
が
あ
り
、
高
さ
が
二
十
三
・
九
㎝
、
幅
が
二
・
六
㎝
で
あ
る
。
紙
質
は
厚
手
で
や
や
白
味
を
帯
び
る
。
墨
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痕
は
古
く
、
異
体
字
も
多
い
。
ま
た
、
本
文
と
同
筆
の

返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
を
加
え
、
朱
の
ヲ
コ
ト

点
を
附
す
。
点
図
は
図
②
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
。

次
に
南
北
朝
鈔
本
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、
こ
の
二
紙

に
続
く
が
、
こ
の
二
紙
と
は
、
実
は
全
く
別
の
鈔
本
で

あ
り
な
が
ら
内
容
が
直
接
つ
な
が
る
た
め
に
、
一
具
の

鈔
本
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
十
五
章

【
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
章
】
の
注
文

｢

文
諡
也｣

の

｢

也｣

字
か
ら
始
ま
り
、
本
文
の

｢

子
曰
敏
而
好
学
…｣

と
続
く
。
巻
五
公
冶
長
篇
第
五
は
最
後
ま
で
存
し
、
雍

也
篇
第
六
は
、
次
の
よ
う
に
題
す
。

｢

論
語
雍
也
第
六

何
晏
集
解

凡
三
十
章

子
曰
雍
也
可
使
南
面
也

苞
氏
／
曰

(

可)

使｣

(｢

可｣

字
は
補
筆
す
る)

途
中
、
第
十
九
章
の
注

｢

道
而
亦
生
者
…｣

か
ら
第
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②
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(

公
冶
長
残
二
紙)

点
図
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二
十
二
章
【
樊
遅
問
知
章
】
の
経
文

｢

後
獲
可
謂
仁
矣｣

ま
で
、
約
一
枚
を
欠

く
。
ま
た
、
最
後
第
三
十
章
【
如
能
博
施
於
民
章
】
の
経
文｢

謂
仁
之
方
也
已｣

以
下
と
そ
の
注
文
も
欠
く
。
従
っ
て
尾
題
は
見
え
な
い
。

全
部
で
十
六
枚
の
料
紙
に
、
毎
紙
十
二
行
乃
至
十
二
行
半
に
書
写
す
る
。
こ

の
鈔
本
を
見
る
に
、
文
字
が
紙
と
紙
の
つ
な
ぎ
目
に
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
紙
を
貼
り
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
か
ら
、
書
写
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

但
し
、
第
八
・
九
紙
は
毎
紙
九
行
、
第
十
紙
は
毎
紙
八
行
半
に
書
写
す
る
。
毎

行
は
十
一
字
で
あ
る
。
小
字
は
双
行
。
料
紙
の
高
さ
は
約
二
十
五
・
五
㎝
、
毎

紙
の
長
さ
が
三
十
七
・
五
㎝
、
墨
界(

高
さ
二
十
四
・
三
㎝
幅
三
㎝)

を
施
す
。

紙
質
は
や
や
薄
手
の
白
味
を
帯
び
た
楮
紙
系
の
も
の
で
、
書
写
の
墨
痕
は
濃

厚
に
し
て
力
あ
り
、
字
は
大
に
し
て
硬
質
で
雄
渾
、
一
見
、
稚
拙
な
字
様
に
見

え
る
が
、
老
学
の
力
こ
も
る
書
写
と
み
る
。
時
代
的
に
も
南
北
朝
の
風
を
よ
く

伝
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
本
文
同
筆
に
よ
る
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
反
切
・
声
点
を

加
え
、
上
欄
に
は
補
注
を
加
え
て
い
る
が
惜
し
く
も
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
少
々

朱
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
を
加
え
る
。
紀
伝
に
属
す
る
。
点
図
は
図
③
の
よ
う
で
あ

る
。
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公
冶
長
篇
第
五
の
第
二
十
八
章

｢

不
如
丘
之
好
学
者
也
已｣

に
つ
い
て
、｢

才
无
／
疏
有｣

と
校
異
を
加
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
校
異

は
少
々
見
う
け
ら
れ
る
が
、
才
と
は
摺
本
、
つ
ま
り
印
刷
本
の
こ
と
で
、
疏
と
は
お
そ
ら
く

『

論
語
義
疏』

を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
、
宋
版
や

『

義
疏』

の
影
響
が
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
章

南
北
朝
室
町
時
代
初
期
鈔
本

一
軸

補
修
裏
打
ち
、
後
補
の
装
訂
は
皆
、
前
二
者
と
同
じ
で
あ
る
。
巻
第
四
の
述
而
篇
第
七
末
尾
と
泰
伯
篇
第
八
を
存
し
、
第
八
は
中
間
に

欠
葉
が
あ
り
巻
末
に
は
補
鈔
が
加
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
述
而
篇
の
第
三
十
四
章
【
若
聖
與
仁
章
】
の
一
句

｢

弟
子
不
能
学
也｣

の

｢

学｣

字
以
下
か
ら
第
三
十
八
章

(

述
而
篇
の

末)

ま
で
を
存
す
。
ま
た
続
い
て
泰
伯
篇
第
八
は
中
間
、
第
七
章
【
士
不
可
以
不
弘
毅
章
】
か
ら
第
二
十
章
【
舜
有
臣
五
人
章
】
の
経
文

｢

九
人
而
已｣

の
注

｢

孔
安
国
曰｣

ま
で
を
欠
き
、
続
く
注

｢

唐
者
堯
号
…｣

以
下
二
十
一
章

(

泰
伯
篇
の
最
後)

ま
で
を
存
す
。

そ
し
て
、｢

唐
者
堯
号
…｣

以
下
最
後
ま
で
の
一
紙
は
や
や
注
意
を
要
し
、
原
紙
の
上
下
と
最
後
二
行
が
欠
落
破
損
し
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
く
ら
い
に
か
け
て
補
修
補
写
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る

(
下
図
参
照)

。
最
後
の
二
行

｢

洫
洫
広
深
八
尺
也

(

以
上
注)

禹
吾
無
間
然
矣
／
論
語
巻
第
四｣

は
、
補
修
に
よ
っ
て
加
え
た
紙
と
も
違
い
、
全
く
別
紙
を
補
貼
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
字
様
は
原
紙

の
上
下
を
補
っ
て
補
写
し
た
そ
の
手
と
同
じ
手
に
見
え
る
。

泰
伯
篇
第
八
の
首
は
次
の
よ
う
に
題
す
る
。
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｢

論
語
泰
伯
第
八

何
晏
集
解

子
曰
泰
伯
其
可
謂
至
徳
也
已
矣

｣

も
と
の
原
紙
は
全
部
で
五
枚
、
一
紙
の
長
さ
約
三
十
二
・
三
㎝
、
高
さ
約

二
十
五
・
三
㎝
で
、
毎
紙
に
十
二
行
、
毎
行
十
二
字

(

小
字
双
行)

で
書
写

す
る
。
界
は
設
け
ず
、
字
面
の
高
さ
は
約
二
十
三
㎝
で
あ
る
。
一
行
の
幅
は

約
二
㎝
で
あ
る
。
紙
質
は
や
や
白
っ
ぽ
く
感
じ
ら
れ
る
、
楮
紙
系
の
も
の
で

あ
る
。

ま
た
、
最
後
の
二
行
の
補
写
部
分
は
、
以
上
と
は
別
紙
で
、
厚
手
の
繊
維

質
の
楮
紙
で
あ
り
、
押
界

(

高
さ
二
十
三
・
七
幅
二
・
三
㎝)

が
あ
る
。
こ

の
点
か
ら
し
て
も
こ
の
二
行
が
補
貼
で
あ
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

本
文
の
字
様
に
は
特
徴
が
あ
り
、
堅
い
筆
運
び
で
墨
痕
濃
厚
、
力
が
あ
る
。

書
き
入
れ
は
本
文
同
筆
の
返
点
・
送
仮
名
・
縦
点
・
附
訓
・
声
点
を
加
え
、

朱
の
ヲ
コ
ト
点
を
附
す
。
点
図
は
図
④
の
如
く
、
紀
伝
に
属
す
る
。

― 165 ―

���������������



― 166 ―

④
南
北
朝
室
町
初
鈔
本
点
図

(

巻
末
別
紙
点
図)
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第
四
章

各
本
校
異

巻
第
三
公
冶
長
篇
・
雍
也
篇
、
巻
第
四
述
而
篇
・
泰
伯
篇

―167 ―

凡
例

本
校
異
は
阮
元

『

論
語
注
疏
校
勘
記』

の
清
嘉
慶
間
刊
単
行
本

を
も
と
に
す
る
。
底
本
は
嘉
慶
二
十
一
年
南
昌
府
学
刊
本

『

論
語

注
疏
解
経』

で
あ
る
。
注
文
は
一
格
下
げ
る
。
拙
著

｢

慶
長
刊
論

語
集
解
の
研
究｣

(『

斯
道
文
庫
論
集』
第
三
十
輯
・
平
成
八
年)

を
も
参
照
。

公
冶
長
篇
第
五

４
、【
賜
也
何
如
章
】

女
器
也

康
安
本
女
作
汝
、
注
同

孔
曰

康
安
本
作
孔
安
国
曰
、
以
下
注
同

包
曰

康
安
本
作
包
氏
曰

以
下
注
同

器
用
之
人

康
安
本
人
下
有
也

黍
稷
之
器

康
安
本
器
下
有
也

宗
廟
之
器
貴
者

康
安
本
作
宗
廟
器
之
貴
者
也

５
、【
雍
也
仁
而
不
章
】

馬
曰

康
安
本
作
馬
融
曰
、
以
下
注
同

仲
弓
名

康
安
本
名
下
有
也

姓
冉

康
安
本
冉
下
有
求
也
、
求
字
有
傍
注

｢

不
読
也｣

以
給

康
安
本
作
以
口
給

憎
於
人

康
安
本
人
作
民

不
知
其
仁
焉
用
佞

康
安
本
作
不
知
其
仁
也
焉
用
佞
也

為
人
所
憎
悪

康
安
本
作
為
民
之
所
憎
悪
之
也

６
、【
子
使
漆
彫
開
仕
章
】

未
能
信

康
安
本
信
下
有
也
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弟
子

康
安
本
作
弟
子
也

漆
彫
姓
開
名

康
安
本
彫
・
名
二
字
下
有
也

未
能
究
習

康
安
本
習
下
有
也

鄭
曰

康
安
本
作
鄭
玄
曰
、
以
下
注
同

善
其
志
道
深

康
安
本
作
喜
其
志
道
深
也

７
、【
道
不
行
章
】

其
由
與

康
安
本
由
下
有
也

竹
木

康
安
本
竹
下
有
也

大
者
曰�伐
康
安
本�伐
作
筏

倶
行

康
安
本
行
下
有
矣

過
我

康
安
本
我
下
有
也

桴
材

康
安
本
材
下
有
也

戯
之
耳

康
安
本
耳
下
有
也

所
取
哉

康
安
本
所
下
有
復

唯
取
於
己

康
安
本
己
下
有
也

古
字
材
哉
同

康
安
本
作
古
材
哉
同
耳
也

８
、【
孟
武
伯
問
子
路
仁
乎
章
】

賦
兵
賦

康
安
本
作
賦
兵
賦
也

卿
大
夫
之
邑

康
安
本
邑
下
有
也

大
夫
百
乗

康
安
本
作
卿
大
夫
故
曰
百
乗
也

宰
家
臣

康
安
本
臣
下
有
也

公
西
華

康
安
本
華
下
有
也

南
北
朝
本
作
公
華
西
也

為
行
人

康
安
本
人
下
有
之
也

南
北
朝
本
人
下
有
也

９
、【
女
與
回
孰
愈
章
】

女
與
回
也

康
安
本
南
北
朝
本
女
作
汝

吾
與
女
弗
如
也

康
安
本
女
作
汝

子
貢
不
如
復

南
北
朝
本
不
作
弗

吾
與
女
倶

康
安
本
女
作
汝

慰
子
貢
也

康
安
本
子
貢
下
有
心
字

10
、【
宰
予
昼
寝
章
】

孔
曰
宰
予
弟
子
宰
我

南
北
朝
本
作
苞
氏
曰
、
康
安
本
宰
我
下

有
也

朽
木
不
可
雕
也

南
北
朝
本
無
也

彫
彫
琢
刻
畫

康
安
本
刻
畫
下
有
也
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境
鏝
也

南
北
朝
本
作�曼此

二
者
以
喩
雖
施
功
猶
不
成

南
北
朝
本
無
此
以
二
字
、
康
安

本
南
北
朝
本
成
下
有
也

責
於
女

南
北
朝
本
作
汝

深
責
之

康
安
本
南
北
朝
本
之
下
有
辞
也
二
字

改
是
聴
言
信
行

康
安
本
南
北
朝
本
是
下
有
始
、
行
下
有
今

宰
我
之
昼
寝

康
安
本
寝
下
有
也

11
、【
吾
未
見
剛
者
章
】

魯
人

康
安
本
南
北
朝
本
人
下
有
也

情
慾

康
安
本
南
北
朝
本
慾
下
有
之
也

12
、【
我
不
欲
人
之
加
諸
我
也
章
】

無
加
諸
人

康
安
本
南
北
朝
本
人
下
有
也

加
陵
也

南
北
朝
本
無
也

於
己

康
安
本
南
北
朝
本
己
下
有
之
也
二
字

13
、【
夫
子
之
文
章
章
】

可
以
耳
目
循

南
北
朝
本
可
下
有
得
、
康
安
本
南
北
朝
本
循
作

修

不
可
得
而
聞
也

康
安
本
也
作
已
矣
、
南
北
朝
本
作
也
已
矣

14
、【
子
路
有
聞
章
】

未
之
能
行

南
北
朝
本
無
之
字

未
及
行

康
安
本
南
北
朝
本
及
下
有
得

15
、【
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
】

衛
大
夫
孔
圉

康
安
本
南
北
朝
本
孔
下
有
叔
、
南
北
朝
本
圉
下

有
也

下
問
謂
凡
材
己
下
者

康
安
本
南
北
朝
本
謂
作
問
、
者
下
有
也

16
、【
子
謂
子
産
章
】

公
孫
僑

康
安
本
作
公
孫
僑
也
、
南
北
朝
本
作
公
孫
僑
之
也

使
民
也
義

南
北
朝
本
無
也
字

17
、【
晏
平
仲
章
】

久
而
敬
之

康
安
本
南
北
朝
本
而
下
有
人

周
曰

康
安
本
南
北
朝
本
作
周
生
烈
、
以
下
注
同

晏
姓
平
諡
名
嬰

康
安
本
南
北
朝
本
作
晏
姓
也
平
諡
也
名
嬰
也

18
、【
臧
文
仲
居
蔡
章
】

臧
孫
辰

康
安
本
南
北
朝
本
辰
下
有
也
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蔡
国
君
之
守
亀

康
安
本
南
北
朝
本
亀
下
有
也

居
蔡
僭
也

康
安
本
南
北
朝
本
蔡
下
有
之
本
二
字

刻
鏤
為
山

康
安
本
南
北
朝
本
山
下
有
也

�
者
梁
上

康
安
本
南
北
朝
本
上
下
有
之
字
、
南
北
朝
本�
作

沢

楹
畫
為
藻
文

南
北
朝
本
畫
下
有
以
字
、
康
安
本
文
下
有
也

奢
侈

南
北
朝
本
侈
下
有
也
字

非
時
人
謂
之
為
知

康
安
本
之
作
以
、
知
下
有
之
、
南
北
朝
本

謂
下
有
以
、
知
下
有
之

19
、【
令
尹
子
文
章
】

字
於
菟

康
安
本
無
字
字
、
康
安
本
南
北
朝
本
菟
下
有
之
也
二

字

令
尹
何
如

南
北
朝
本
有
也
字

但
聞
其
忠
事
未
知
其
仁
也

康
安
本
南
北
朝
本
此
注
作
孔
安
国

曰
、
南
北
朝
本
無
忠
字

齊
大
夫

康
安
本
有
也
字

其
四
十
匹
馬
違
而
去
之

康
安
本
無
其
字
、
南
北
朝
本
無
違
而

去
之

至
於
他
邦
則

康
安
本
則
下
有
又

違
之
之
一
邦

康
安
本
無
下
之
字

文
子
辟
悪
逆
去
無
道

南
北
朝
本
辟
作
避
、
康
安
本
南
北
朝
本

無
去
字

無
有
可
止
者

康
安
本
南
北
朝
本
可
止
者
作
可
者
也

20
、【
季
文
子
三
思
而
後
行
章
】

再
斯
可
矣

康
安
本
南
北
朝
本
再
下
有
思

鄭
曰

康
安
本
南
北
朝
本
作
鄭
玄
曰
、
以
下
注
同

季
孫
行
父

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

不
必
乃
三
思

康
安
本
思
下
有
之
也
二
字
、
南
北
朝
本
有
之
字

21
、【�
武
子
章
】

�
兪

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

佯
愚

康
安
本
佯
作
詳

22
、【
子
在
陳
章
】

所
以
裁
之

南
北
朝
本
有
也
字

故
曰

康
安
本
南
北
朝
本
無
故
字
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狂
簡
者

康
安
本
南
北
朝
本
無
簡
字

妄
作
穿
鑿

康
安
本
南
北
朝
本
無
作
字

裁
之
耳

康
安
本
作
裁
制
之
耳
、
南
北
朝
本
作
裁
制
耳

遂
帰

康
安
本
南
北
朝
本
有
之
也
二
字

23
、【
伯
夷
叔
齊
章
】

二
子

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

国
名

南
北
朝
本
有
也
字

24
、【
孰
謂
微
生
高
直
章
】

微
生
姓

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

非
為
直
人

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

25
、【
巧
言
令
色
足
恭
章
】

便
僻
貌

康
安
本
南
北
朝
本
作
便
僻
之
貌
也

魯
太
史

康
安
本
有
也
字

外
詐
親

康
安
本
有
也
字

26
、【
顔
淵
季
路
侍
章
】

不
自
称
己
之
善

康
安
本
南
北
朝
本
作
自
無
称
己
之
善
也

不
以
労
事
置
施
於
人

康
安
本
不
作
無
、
南
北
朝
本
作
無
不
、

康
安
本
南
北
朝
本
人
下
有
也

孔
曰
懐
帰
也

康
安
本
帰
作
安
、
南
北
朝
本
無
此
五
字

27
、【
已
矣
乎
章
】

能
自
責

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

28
、【
十
室
之
邑
章
】

好
学
也

康
安
本
作
好
学
者
也
、
南
北
朝
本
作
好
学
者
也
已

雍
也
篇
第
六

康
安
本
南
北
朝
本
作
論
語
雍
也
第
六

何
晏
集
解

凡
三
十
章

１
、【
雍
也
可
使
南
面
章
】

雍
也
可
使
南
面

南
北
朝
本
面
下
有
也

言
任
諸
侯
治

康
安
本
南
北
朝
本
作
言
任
諸
侯
可
使
治
国
、
南

北
朝
本
国
下
有
也

２
、【
仲
弓
問
子
桑
伯
子
章
】

孔
安
国
曰
以
其
能

南
北
朝
本
無
孔
安
国
曰
四
字
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寛
略
則
可

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

太
簡

康
安
本
南
北
朝
本
太
作
大
、
南
北
朝
本
有
也
字

３
、【
哀
公
問
弟
子
章
】

哀
公
問
弟
子

康
安
本
南
北
朝
本
問
下
有
曰

顔
回
任
道

康
安
本
南
北
朝
本
回
作
淵

未
嘗
復
行

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

４
、【
子
華
使
於
斉
章
】

赤
之
字

康
安
本
南
北
朝
本
作
赤
字
也

包
曰
十
六
斗
曰�
康
安
本
南
北
朝
本
作
十
六
斗
作�
也

五
秉
合
為
八
十
斛

康
安
本
南
北
朝
本
無
為
字
、
有
也
字

冉
有
有
與
之
太
多

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

５
、【
原
思
為
之
宰
章
】

弟
子
原
憲

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

家
邑
宰

康
安
本
有
之
也
二
字
、
南
北
朝
本
有
也
字

九
百
斗

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

辞
辞
譲
不
受

康
安
本
南
北
朝
本
無
上
辞
字
、
受
下
有
也
字

禄
法
所
得
當
受
無
譲

康
安
本
南
北
朝
本
無
得
字
、
無
下
有
以

字
、
譲
下
有
也
字

五
百
家
為
党

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

６
、【
子
謂
仲
弓
章
】

犂
雑
文

康
安
本
有
也
字
、
南
北
朝
本
雑
作
新

�
赤
也

康
安
本
也
作
色
、
南
北
朝
本
赤
下
有
色
字

犠
牲

康
安
本
有
也
字

其
所
生
犂

南
北
朝
本
作
犂
牛

不
害
於
子
之
美

康
安
本
南
北
朝
本
子
上
有
其
、
美
下
有
也
字

７
、【
回
也
其
心
三
月
不
違
仁
章
】

余
人
暫
有

康
安
本
南
北
朝
本
余
上
有
言
字

不
変

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

８
、【
季
康
子
問
仲
由
章
】

決
断

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

通
於
物
理

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

曰
賜
也
達
、
曰
求
也
藝

康
安
本
南
北
朝
本
二
曰
上
有
子
字

多
才
藝

康
安
本
南
北
朝
本
作
多
才
能
也

９
、【
季
氏
使
閔
子
騫
為
費
宰
章
】
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費
季
氏
邑

康
安
本
有
也
字

邑
宰
数
畔

康
安
本
無
数
字

子
騫
賢
故
欲
用
之

康
安
本
子
上
有
閔
字
、
之
下
有
也
字

託
使
者

康
安
本
南
北
朝
本
託
作
語
、
者
下
有
曰
字

善
為
我
辞
焉
説
令
不
復
召
我

康
安
本
南
北
朝
本
我
下
有
作
字
、

無
焉
字
、
康
安
本
我
下
有
之
也

二
字

召
我

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

欲
北
如
斉

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

10
、【
伯
牛
有
疾
章
】

弟
子
冉
耕

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

包
曰
牛
有
悪
疾

康
安
本
南
北
朝
本
無
牛
字
、
南
北
朝
本
悪
上

有
牛
字

疾
甚

康
安
本
作
疾
甚
之

喪
之

康
安
本
南
北
朝
本
之
下
有
也
字

命
矣
夫
斯
人
也
而
有
斯
疾
也
斯
人
也
而
有
斯
疾
也

南
北
朝
本
又

有
此
十
九
字

痛
惜
之
甚

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

11
、【
賢
哉
回
也
章
】

箪
笥
也

康
安
本
南
北
朝
本
下
有
瓢
瓢
也
三
字

陋
巷

康
安
本
有
也
字

其
所
楽

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

12
、【
非
不
説
子
之
道
章
】

冉
求
曰

康
安
本
南
北
朝
本
作
冉
有
、
康
安
本
無
曰
字

子
之
道

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

今
女

南
北
朝
本
女
作
汝

非
力
極

康
安
本
下
有
之
也
、
南
北
朝
本
下
有
也

13
、【
子
謂
子
夏
章
】

女
為
君
子
儒

南
北
朝
本
女
作
汝

無
為
小
人
儒

南
北
朝
本
無
誤
女

明
道

康
安
本
作
明
其
道

矜
其
名

康
安
本
下
有
之
也
、
南
北
朝
本
下
有
也
字

14
、【
子
游
為
武
城
宰
章
】

魯
下
邑

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字
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女
得
人
焉
耳
乎

南
北
朝
本
女
作
汝
、
乎
下
有
哉
字

焉
耳
乎

康
安
本
乎
下
有
哉
字

皆
辞

康
安
本
有
也
字

曰
有
澹
台
滅
明

南
北
朝
本
作
対
曰

滅
明
名

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

其
公
且
方

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

15
、【
孟
之
反
不
伐
章
】

孔
曰

南
北
朝
本
作
苞
氏
曰

孟
之
側

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

伐
其
功

康
安
本
有
之
也
、
南
北
朝
本
有
也
字

殿
在
軍
後

康
安
本
南
北
朝
本
下
有
者
也
二
字

曰
我
非
敢
在
後
拒
敵

南
北
朝
本
曰
作
故
曰
、
康
安
本
拒
作
距
、

敵
下
有
也
字

不
能
前
進

康
安
本
南
北
朝
本
前
進
作
進
也

16
、【
不
有
祝�它
之
佞
章
】

免
於
今
之
世
矣

南
北
朝
本
無
矣
字

衛
大
夫
子
魚
也

康
安
本
南
北
朝
本
子
上
有
名
字

宋
之
美
人

康
安
本
南
北
朝
本
作
宋
国
之
美
人
、
南
北
朝
本
有

也
字

善
淫
言

南
北
朝
本
善
下
有
好
字

難
乎

康
安
本
南
北
朝
本
乎
作
矣

今
之
世
害
也

康
安
本
無
之
字
、
南
北
朝
本
世
下
有
之
字

17
、【
誰
能
出
不
由
戸
章
】

不
由
戸

南
北
朝
本
戸
下
有
者
字

孔
曰
言
人
立
身
成
功

康
安
本
無
孔
曰
二
字

譬
猶
出
入
要
当
従
戸

康
安
本
南
北
朝
本
猶
下
有
人
字
、
戸
下

康
安
本
有
之
也
二
字
、
南
北
朝
本
有
也

字

18
、【
質
勝
文
則
野
章
】

質
少

康
安
本
南
北
朝
本
下
有
者
也
二
字

相
半
之
貌

康
安
本
有
也
字

19
、【
人
之
生
也
直
章
】

人
之
生
也

南
北
朝
本
無
之
字

言
人
所
生
於
世

康
安
本
南
北
朝
本
人
下
有
之
字
、
所
作
所
生
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正
直
也

康
安
本
南
北
朝
本
直
下
有
之
道
二
字

亦
生
者

康
安
本
無
者
字

而
免

康
安
本
下
有
者
也

20
、【
知
之
者
章
】

楽
之
者
深

康
安
本
下
有
也
字

21
、【
中
人
以
上
章
】

可
上
可
下

康
安
本
下
有
也
字

22
、【
樊
遅
問
知
章
】

民
之
義

康
安
本
下
有
也
字

曰
仁
者
先
難

康
安
本
曰
上
有
子
字

而
後
得

康
安
本
作
後
乃
得
、
南
北
朝
本
作
乃
得

所
以
為
仁

康
安
本
南
北
朝
本
下
有
也
字

23
、【
知
者
楽
水
章
】

其
才
知

南
北
朝
本
知
作
智

不
知
已

康
安
本
下
有
也
字

万
物
生
焉

康
安
本
南
北
朝
本
下
有
也
字

日
進
故
動

康
安
本
南
北
朝
本
日
作
自
、
動
下
有
也
字

故
静

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

鄭
曰
知
者

南
北
朝
本
知
作
智

故
楽

康
安
本
南
北
朝
本
下
有
之
也

性
静
者
多
寿
考

南
北
朝
本
性
作
姓
、
無
多
字
、
康
安
本
南
北

朝
本
者
作
故
、
考
下
有
也
字

24
、【
斉
一
変
章
】

周
公
之
余
化

康
安
本
有
也
字

大
道
行
之
時

康
安
本
有
也
字
、
南
北
朝
本
有
之
也
二
字

25
、【
觚
不
觚
章
】

觚
礼
器

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

二
升
曰
觚

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

為
政
不
得

康
安
本
南
北
朝
本
為
政
下
有
而
字

不
成

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

26
、【
仁
者
雖
告
之
曰
章
】

井
有
仁
焉
其
従
之
也

康
安
本
南
北
朝
本
仁
下
有
者
字
、
南
北
朝

本
無
之
字

宰
我
以
仁
者

康
安
本
南
北
朝
本
以
下
有
為
字
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― 176 ―

有
仁
人

康
安
本
人
作
者

従
而
出
之
不
乎

康
安
本
無
従
字
、
康
安
本
南
北
朝
本
不
乎
作

乎
否
乎

観
仁
者

康
安
本
南
北
朝
本
者
作
人

所
至

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

孔
曰
逝
往
也

南
北
朝
本
孔
作
苞
氏

不
肯
自
投
従
之

南
北
朝
本
作
不
可
肯
投
従
之

令
自
投
下

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

27
、【
君
子
博
学
於
文
章
】

不
違
道

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

28
、【
子
見
南
子
章
】

旧
以
南
子
者

康
安
本
南
北
朝
本
旧
作
等
、
以
下
有
為
字
、
無

者
字

衛
靈
公
夫
人

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

行
治
道

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

故
夫
子
誓
之

康
安
本
下
有
曰
字
、
南
北
朝
本
夫
子
作
孔
子

義
可
疑
焉

康
安
本
焉
作
也
、
南
北
朝
本
焉
作
也
焉

29
、【
中
庸
之
為
徳
也
章
】

常
行
之
徳

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

非
適
今

康
安
本
有
已
也
二
字
、
南
北
朝
本
有
也
字

30
、【
如
有
博
施
於
民
章
】

如
有
博
施
於
民
而
能
済
衆

康
安
本
南
北
朝
本
有
作
能
、
衆
下
有

者
字

君
能
広
施

康
安
本
南
北
朝
本
君
作
若

病
其
難

康
安
本
南
北
朝
本
有
也
字

仁
者
之
行

康
安
本
有
也
字

皆
恕
己
所
欲
而
施
之
於
人

康
安
本
作
皆
恕
於
己
所
不
欲
而
勿

施
於
人
也

康
安
本

論
語
巻
第
三

経
一
千
七
百
一
十
一
字
／
注
二
千
八
百

二
十
字

述
而
篇
第
七
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34
、【
若
聖
与
仁
章
】

不
能
学

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

仁
政
乎

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

35
、【
子
疾
病
章
】

請
於
鬼
神

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

鬼
神
之
事

南
北
朝
室
町
初
本
有
乎
字

子
路
失
指

南
北
朝
室
町
初
本
指
作
旨
。

誄
祷
篇
名

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

36
、【
奢
則
不
孫
章
】

倶
失
之

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

不
及
礼

南
北
朝
室
町
初
本
有
耳
字

37
、【
君
子
坦
蕩
々
章
】

寛
広
貌

南
北
朝
室
町
初
本
広
作
曠
、
有
也
字

憂
懼

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

38
、【
子
温
而�
章
】

恭
而
安

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

泰
伯
篇
第
八

南
北
朝
室
町
初
本
作
論
語
泰
伯
第
八

何
晏
集
解

１
、【
泰
伯
章
】

無
得
而
称
焉

南
北
朝
室
町
初
本
得
作
徳

２
、【
恭
而
無
礼
章
】

畏
懼
之
貌

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

常
畏
懼

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

旧
行
之
美
者

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

不
偸
薄

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

３
、【
曾
子
有
疾
章
】

不
敢
毀
傷

南
北
朝
室
町
初
本
傷
下
有
之
字

常
戒
慎
恐
有
所
毀
傷

南
北
朝
室
町
初
本
戒
作
誡
、
毀
傷
下
有

也
字

吾
知
免
夫
小
子

南
北
朝
室
町
初
本
小
作
少

今
日
後
我

南
北
朝
室
町
初
本
今
日
下
有
而
字

���������������
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呼
之
者

南
北
朝
室
町
初
本
無
之
字

識
其
言

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

４
、【
曾
子
有
疾
孟
敬
子
問
之
章
】

欲
戒
敬
子

南
北
朝
室
町
初
本
戒
作
或

我
将
死

南
北
朝
室
町
初
本
将
作
且

善
可
用

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

不
敢
暴
慢
之

南
北
朝
室
町
初
本
之
作
也

則
人
不
敢
欺
詐
之

南
北
朝
室
町
初
本
之
作
也

能
順
而
説
之

南
北
朝
室
町
初
本
無
之
字

入
於
耳

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

敬
子
忽
大
務
小

南
北
朝
室
町
初
本
忽
作
忘

戒
之
以
此

南
北
朝
室
町
初
本
無
之
字
、
有
也
字

礼
器

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

５
、【
以
能
問
於
不
能
章
】

見
侵
犯
不
報

南
北
朝
室
町
初
本
犯
下
有
而
字
、
報
下
有
也
字

友
謂
顔
淵

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

６
、【
可
以
託
六
尺
之
孤
章
】

曾
子
曰
可
以
託

南
北
朝
室
町
初
本
無
曾
字

幼
少
之
君

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

摂
君
之
政
令

南
北
朝
室
町
初
本
摂
作
構
、
令
作
命
也

定
社
稷

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

不
可
傾
奪

南
北
朝
室
町
初
本
有
之
也
二
字

中
欠

20
、【
舜
有
臣
五
人
】

虞
者
舜
号

南
北
朝
室
町
初
本
無
者
字
、
号
下
有
也
字

交
会
之
間

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

斯
此
也

南
北
朝
室
町
初
本
作
斯
此
比
周
也

尚
有
一
婦
人

南
北
朝
室
町
初
本
尚
作
猶

不
然
乎

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

三
分
天
下

南
北
朝
室
町
初
本
本
三
作
参

周
之
徳
可
謂
至
徳

南
北
朝
室
町
初
本
無
之
字
、
可
上
有
其
字

天
下
帰
周

南
北
朝
室
町
初
本
天
下
下
有
之
民
二
字
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(

附
説)

こ
こ
に
記
し
た
文
字
の
異
同
に
よ
っ
て
、｢

也｣
｢

矣｣

な
ど
の
助
字
が
豊
富
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
室
町
時
代
の
鈔
本
と
は
一

線
を
画
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
が
、
零
本
で
そ
の
全
貌
は
明
か
で
な
い
た
め
に
、
テ
キ
ス
ト
の
性
格
を
安
易
に
定
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
、
少
し
く
他
本
と
の
比
較
に
於
い
て
そ
の
位
置
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
例
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。公

冶
長
篇
第
二
十
六
章
【
顔
淵
季
路
侍
章
】
に
、
次
の
よ
う
な
校
異
が
あ
る
。｢

孔
曰
懐
帰
也

康
安
本
帰
作
安
、
南
北
朝
本
無
此
五

字｣

こ
れ
は
本
文

｢

少
者
懐
之｣

に
対
す
る
注

｢

孔
安
国
曰
懐
安
也｣

の
校
異
で
あ
る
。
阮
元
の
十
三
経
注
疏
本
は
孔
安
国
を
省
略
し
て

孔
の
一
字
に
す
る
。
建
武
四
年
〈
一
三
三
七
〉
本

(

大
東
急
記
念
文
庫
蔵)

、
清
原
宣
賢
本

(

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵)

は
阮
元
本
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故
謂
之
至
徳

南
北
朝
室
町
初
本
有
之
也
二
字

21
、【
禹
吾
無
間
然
章
】

功
徳
之
盛
美

南
北
朝
室
町
初
本
無
美
字

厠
其
間

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

致
孝
鬼
神

南
北
朝
室
町
初
本
孝
下
有
乎
字

祭
祀
豊�
南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

以
盛
祭
服

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

十
里
為
成
成
間

南
北
朝
室
町
初
本
成
二
字
共
作
城
字

深
八
尺

南
北
朝
室
町
初
本
有
也
字

南
北
朝
室
町
初
本

論
語
巻
第
四
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と
同
様
に
作
る
。
そ
こ
で
康
安
本
は

｢

懐
安
也｣

と
す
る
が
、
こ
れ
は
正
和
四
年
〈
一
三
一
五
〉
本

(

東
洋
文
庫
蔵)

、
嘉
暦
二
年
〈
一

三
二
七
〉
本

(

宮
内
庁
書
陵
部
蔵)

、
観
応
一
年
〈
一
三
五
〇
〉
本

(

台
北
故
宮
博
物
院
蔵)

と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
貞
和
三
年
〈
一

三
四
七
〉
本

(

東
洋
文
庫
蔵)

は

｢

鄭
玄
曰
懐
安
也｣

に
作
っ
て

｢

鄭
玄｣

は
異
な
る
が

｢

懐
安
也｣

は
同
じ
で
あ
る
。
却
っ
て
、
猿
投

南
北
朝
本
は
こ
の
注
が
無
い
が
、
正
平
十
九
年(

一
三
六
四)

刊
刻
の
正
平
版『

論
語』

に
も
無
い
。
無
論
、
康
安
本
も｢

こ
の
注
不
読｣

と
校
勘
し
、
他
の
鈔
本
も
参
看
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
注
は
古
く
は
存
在
し
た
も
の
で
、
し
か
も

｢

安｣

に
作
る
の
が
古
い

か
た
ち
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
削
除
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
正
平
版
以
降
の
影
響
を
蒙
っ
て

(

或
い
は
そ
の
前

後
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て)
、
お
し
な
べ
て
テ
キ
ス
ト
上
か
ら
こ
の
注
は
消
え
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
正
平
版
を
境
界
と
し
て
テ

キ
ス
ト
が
大
き
く
転
換
し
て
い
く
姿
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
即
ち
、
康
安
本
と
南
北
朝
本
の
位
置
も
、
こ
の
境
界

に
よ
っ
て
大
き
く
色
分
け
で
き
る
も
の
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。『

論
語
集
解』

古
鈔
本
は
ま
こ
と
に
正
平
版
と
密
接
に
関

わ
り
を
持
ち
、
そ
の
出
現
に
よ
っ
て
変
革
を
遂
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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